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あなたと町を結ぶ広報

2018 DECEMBER12
2
4
6
9
10
12
13
14
18
19
36
40

浪江町功労者表彰式
町立小・中学校の今後について
みんなでともに乗り越えよう
祝 成人式
保健だより
みんなの図書館／なみえ創成通信
人権擁護委員／法律知識
まちの話題
まるしぇコーナー／あっぷるサロン
情報ぴっくあっぷ
浪江のこころ通信 
連絡先一覧／子育て広場

平成30年12月  No.635
毎月1回1日発行

今月の表紙 

なみえ創成小学校・中学校・浪江にじいろこども園
合同運動会（10月13日）



第46回浪江町功労者表彰式

受章者代表謝辞　髙橋　昭渡 さん
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（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

第46回浪江町功労者表彰式
11月３日の文化の日に第46回浪江町功労者表彰
式が浪江町地域スポーツセンターで行われました。
式では、各般にわたって地域振興に貢献された
方や町などに援助をいただいた方々が表彰され、
受章者代表の髙橋昭渡さんより謝辞が述べられま
した。
受章者は、特別功労表彰３人、功労表彰６人１
団体および善行表彰10人３団体で計19人４団体
です。

功績をたたえて

受章者代表謝辞　髙橋　昭渡 さん受章者代表謝辞　髙橋　昭渡 さん受章者代表謝辞　髙橋　昭渡 さん
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略
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浪
江
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
23
年
３
月
の

被
災
以
来
、
大
変
な
ご
苦
労
を
重
ね
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
、
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
か
ら
７
年
８
か
月
余
り
を
経
て
、
浪
江
町
の
小
・
中
学
校

教
育
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

町
立
小
・
中
学
校
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
き
ま
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
経
過
と
と
も
に
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。
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誠意と技術で奉仕する

東北工業建設株式会社
本　　　社 〒979-1502 浪江町大字藤橋字原 59-1
福島事務所 〒960-8252 福 島 市 御 山 字 検 田 5 8 -1
　　　　　 TEL.024-573-4127  FAX.024-573-4128

福島駅→

信夫山
トンネル←飯坂 IC

ヤマダ電機

福島事務所

ご自宅のお悩みございませんか？
etc・・・ご相談ください！修 繕

お問合せは
担当のおざきまで
お気軽にお電話下さい。
024-573-4127

従業員 
随時募集中！ 片付け 清 掃

＊掲載ご希望の企業・店舗の方は、ご連絡ください＊

産業振興課商工労働係
0240（34）0247

グループホーム虹の家
代表　佐山　岩雄
〒969－1104 
福島県本宮市荒井字山神14－1
　0243（63）1115
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祝成人式
成人式を迎える皆さん、おめでとうございます。
成人式は、大人として社会的責任を負う節目を記念する大切なときです。
町は、皆さんの将来の活躍を期待し、祝福します。

成人式を迎える皆さん、おめでとうございます。
成人式は、大人として社会的責任を負う節目を記念する大切なときです。
町は、皆さんの将来の活躍を期待し、祝福します。

成人式を迎える皆さん、おめでとうございます。
成人式は、大人として社会的責任を負う節目を記念する大切なときです。
町は、皆さんの将来の活躍を期待し、祝福します。

はたちの旅立ち

浪江町地域スポーツセンター　　0240（34）3941
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成人式を迎える皆さん、おめでとうございます。
成人式は、大人として社会的責任を負う節目を記念する大切なときです。
町は、皆さんの将来の活躍を期待し、祝福します。
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　健康保険課健康係
　0240（34）0249（本庁舎）
　0243（62）0168（二本松事務所）
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いつか役に立つ

法 律
知 識

No.24

弁護士　大橋　征平

を
定
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

配
偶
者
居
住
権
は
譲
渡
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
増
改
築
や
他
の
者

に
建
物
を
使
用
・
収
益
さ
せ
る
に

は
、
所
有
者
の
承
諾
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
承
諾
な
く
、
増
改
築
等

を
し
た
場
合
、
配
偶
者
居
住
権
が

消
滅
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
通

常
の
建
物
の
修
理
費
な
ど
は
居
住

す
る
配
偶
者
が
負
担
し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
存
続
期
間
が
終
身

で
あ
れ
ば
、
基
本
的
に
、
返
還
の

問
題
が
生
じ
ま
せ
ん
が
、
無
断
の

増
改
築
な
ど
で
配
偶
者
居
住
権
が

消
滅
し
た
場
合
は
、
所
有
者
に
建

物
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
す
。

　

今
回
こ
の
よ
う
な
居
住
権
が
創

設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
有
権

は
長
男
が
相
続
す
る
が
、
配
偶
者

に
居
住
権
を
認
め
て
、
配
偶
者
の

方
が
亡
く
な
る
ま
で
建
物
に
住
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
い
う
遺
産
分
割
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　

次
回
は
、
婚
姻
期
間
が
２０
年
以

上
の
夫
婦
間
に
お
け
る
居
住
用
不

動
産
の
遺
贈
・
贈
与
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
配
偶
者
居
住
権
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。
う
け
ど
ん
は

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

就
任
し
て
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
引
っ

張
り
だ
こ
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
今

回
は
私
１
人
で
進
行
し
ま
す
。

　　

前
回
、
配
偶
者
短
期
居
住
権

を
説
明
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
改

正
で
は
、
も
っ
と
長
い
期
間
の
無

償
の
居
住
権
も
創
設
さ
れ
ま
し

た
。

　

配
偶
者
短
期
居
住
権
は
、
亡
く

な
っ
た
方
の
所
有
す
る
建
物
に
無

償
で
住
ん
で
い
た
配
偶
者
で
あ
れ

ば
、
特
段
合
意
な
ど
が
な
く
て
も

発
生
す
る
権
利
で
し
た
。一
方
、
存

続
期
間
が
こ
れ
よ
り
長
い
配
偶
者

居
住
権
は
、
遺
産
分
割
協
議
で
合

意
が
あ
る
場
合
や
遺
言
な
ど
に

よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
以
外

で
は
発
生
し
な
い
権
利
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

配
偶
者
居
住
権
の
存
続
期
間

は
、
原
則
と
し
て
、
居
住
権
が
認

め
ら
れ
た
配
偶
者
が
亡
く
な
る
ま

で
で
す
。
な
お
、
遺
産
分
割
協
議

な
ど
で
、
そ
れ
よ
り
短
い
居
住
権

配
偶
者
居
住
権

浪江町の人権擁護委員は次の方々です。（敬称略）　林 心澄　鈴木惠一　谷田謙一　田村栄子

ひとりで悩まずにご相談くださいひとりで悩まずにご相談くださいひとりで悩まずにご相談ください

　人権擁護委員は、法務大臣から委嘱された民間ボランティアです。
　人権擁護委員法に基づいて、地域の皆さんから人権に関する相談を受
け、問題解決のお手伝いをして、地域の皆さんに人権について関心を持っ
てもらえるような啓発活動を行っています。現在約１万４,０００人の人権擁
護委員が法務大臣から委嘱され、全国の各市区町村に配置されて、積極
的な人権擁護活動を行っています。
　浪江町では、現在４人の人権擁護委員が活動しています。

差別・いじめ・いやがらせ等人権に関する問題でお困りの場合は、法務局の人権相談をご利用ください。
●みんなの人権 110 番　　0570（003）110　　●女性の人権ホットライン　　0570（070）810
●子どもの人権 110 番　　0120（007）110　　●外国語人権相談ダイヤル　　0570（090）911
※電話番号のお掛け間違いに注意してください。

浪江町では１２月の人権週間に合わせ、特設人権相談を行います。
●日時　１２月６日（木）１０時～１５時（１２時～１３時を除く）
●場所　浪江町役場本庁舎　１階第一行政相談室
●当日専用ダイヤル　　０９０（９０３０）０１６４
※相談は無料で、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

あなたのまちの相談パートナー

特設人権相談を
開設します

人権擁護委員とは？

人権擁護委員人権擁護委員

住民課住民係　　0240（34）0230
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ひとりで悩まずにご相談くださいひとりで悩まずにご相談ください

人権擁護委員 �����������������������������������
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読
ん
で
み
ま
せ
ん
か

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か

� � � � ����

�
�������

�������

��������

�������	
���

�������	
���

�������	
���

��������

�������	
������
��

�������	
���������

�������	
��������

�������	
���������

�
������

�������	
��������

�������	
������

�������	
������

�������	
������

�������	
������

�������	
������

�������	
��������������

��������	
������������

�������	
�������

�
��������������	
������

�������	
���������

�������	
�������������������������

�������	
����������
���������

�������	�
������������������������

�������	
��
�������

なみえ創成小学校・中学校の今を伝える

なみえ創成通信
学 校 の
基本理念

子どもたちの生きる力と夢を育み、
地域の未来を切り拓く学校

なみえ創成なみえ創成小学校・
中学校ブログ 検索

教育の特色 地域と支え合い、地域とともに歩む
学校教育

まちづくりと結びついた学校づくり

地域住民や保護者などの参画による学校運営

校歌作成ワークショップ
町民の方々からも、たくさんの貴重な
「言葉や想い」をいただきました。

なみえ創成小学校　　0240（23）5335　　なみえ創成中学校　　0240（23）5336

みそ作りを教えていただきました。 大堀相馬焼体験をしました。

紅葉汁の作り方を教えて
いただきました。その後地域の方と

楽しく会食しました。



10月14日、浪江町地域スポーツセン
ターにおいて、平成30年度浪江町消防
団秋季検閲式が行われました。
震災後、町内での検閲式開催は３回

目。多数のご来賓の方々をお迎えし、団
員114人が閲団・分列行進に臨みまし
た。
団員は、今年度から増員したラッパ隊

の演奏に合わせ、一糸乱れぬ隊列で行進
を行いました。
検閲式では、佐々木団長から功績章７

人、精勤章16人の表彰が行われたほ
か、町長や来賓の皆さまから、ねぎらい
と激励の言葉をいただきました。

10月13日、なみえ創成小・中学校
グラウンドにおいて、なみえ創成小
学校・なみえ創成中学校・浪江にじ
いろこども園の合同運動会が開催さ
れました。
なみえ創成小学校・中学校・浪江

にじいろこども園は今年４月に開校
（園）したばかりで、初めての運動会
でしたが、地域の方々にもご協力い
ただきながら盛大な運動会とするこ
とができました。
晴天にも恵まれ、参加した園児・

児童・生徒と200人を超える地域の
方々は、元気にグラウンドを駆けて
いました。

���� �������	
������

皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　企画財政課情報統計係
0240（34）0241　　

10月13日、浪江町役場特設会場において、「まる
しぇ２周年」「なみえ音楽祭」が開催されました。
当日は約2,000人が来場し、ステージには多彩な

アーティストが登場。中にはテレビでおなじみの豪
華ゲストも登場し、大いに会場が盛り上がりまし
た。
また、懐かしの味も登場した「なみえ屋台村」や

「エッチカニ（ヒラヅメガニ）のみそ汁」のお振る
舞い、はずれナシのガラポン抽選会など多くのイベ
ントが行われ、来場者の皆さんは充実した一日を過
ごしました。

10月13日、神奈川県小田原市において、全国報徳サミッ
ト小田原市大会が開催されました。全国報徳サミットは二
宮尊徳ゆかりの全国の市町村で協議会を構成し、毎年持ち
回りで開催されているものです。
浪江町との縁は、江戸時代の相馬藩政下において、天

明・天保の飢きんから立ち直るために尊徳の教えに基づい
た「御仕法」が取り入れられ、嘉永元（1848）年に高瀬村
（当時）から実施されたことによります。
大会に参加した吉田町長から、協議会加盟市町村より子

供たちへの支援のために、東日本大震災以降継続してご寄
附いただいていること、行政に対する人的支援をいただい
ていることにお礼を述べ、浪江町の近況を報告しました。

町の教育事業に対し
寄附をいただきました
サンネット株式会社 様
（神奈川県小田原市）

ご　 し　ほう

�����������	
������



☆優　勝　今野　昭男
☆準優勝　木村　　潔
　第３位　熊上　　整
　第４位　渡部　英雄
　第５位　大和田博恵

10月20日、バイロンネルソンカントリークラブ
（いわき市）において、震災後初となる浪江町民ゴル
フ大会が開催されました。
参加者95人は晴天の下、心地よい汗を流すととも

に、久しぶりの再会に大いに盛り上がりました。
結果は次のとおりです。（敬称略）

男性の部
☆優　勝　渡部　　昇
☆準優勝　小野田宗之
　第３位　青田　宗夫
　第４位　尾崎　宗春
　第５位　新田　　云

女性の部
☆優　勝　高木　育子
☆準優勝　枇々木ヨネ子
　第３位　岡田　里子
　第４位　高木　房子
　第５位　増子　寿子

町長杯グラウンドゴルフ大会
（10月28日・なみえ創成小学校・中学校グラウンド）

���� �������	
������

��������	
�

☆優　勝　POWER’S
☆準優勝　浪江クラブ
　第３位　き よ は し

☆優　勝　りんどう
☆準優勝　ば　　ら
　第３位　あじさい

浪江町内や二本松市内において、各種スポーツ大会が開催されました。
山の木々が色づき、風が心地よいこの季節。各地で白熱したプレーが展開され、参加者の皆さんは

親交を深めるとともに、スポーツの秋を楽しみました。
各大会の結果は次のとおりです。（敬称略）

町長杯パークゴルフ大会
（10月6日・二本松市日山パークゴルフ場）

男性の部
☆優　勝　佐々木保彦
☆準優勝　佐藤　　次
　第３位　吉田　秀雄
　第４位　橘川　孝志
　第５位　志賀　真芳

女性の部
☆優　勝　後藤　初枝
☆準優勝　田河テル子
　第３位　佐藤沙智子
　第４位　鹿又　京子
　第５位　吉田美智子

町長杯家庭婦人バレーボール大会
（10月13日・浪江町地域スポーツセンター）

町長杯ゲートボール大会
（10月20日・二本松市郭内屋内ゲートボール場）
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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＋ 浪江診療所 のお医者さん

　浪江診療所　　0240（23）6173
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浪江町イメージアップ
キャラクター「うけどん」×
  まち・なみ・まるしぇ
特製平皿（数量限定）
色は２色（ベージュとネイビー）
どちらか選んでね♪

※都合により、内容等を変更する場合があります。ご了承ください。

記念品（両
日）

駐車場は役場敷地内駐車場をご利用ください。皆さまのお越しを心よりお待ちしています。

１２時～　高校生ギター演奏　杉内浩介
１３時～　バンド演奏　セーリング

両日ともに『北海道・東北復興YOSAKOI』を開催
YOSAKOI チームがまち・なみ・まるしぇ内を舞い踊る！

平岸天神（北海道）、Wonder なみえ（福島）ほか多数

１２時～　カクテルパフォーマンス等　
　　　　　フレアいのバーテンダーYOKOTA　
１３時～　ライブパフォーマンス　
　　　　　ＭＥＨＩＫＡＲＩ ＢＯＹＺ

８日
（土）

９日
（日）

ステージ

品（

11時～14時
８日 土

11時～14時
９日 日

毎月
第2土曜・

日曜は

まるしぇの
日♪

12月は

１月は12日（土）13日（日）に開催！

「あっぷるサロン」「あっぷるサロン」開催のお知らせ

  弘前大学浪江町復興支援室（健康保険課内）  　 0240（34）3657（平日8時30分～17時15分）

開催日時
場所

  12月18日（火） 13時30分～15時　
　なみえ創成小学校・中学校
（浪江町大字幾世橋字来福寺西73番地）

◇実験で確かめよう！ 放射線と距離
　 弘前大学大学院保健学研究科　城間吉貴助教授 ほか
　　ほかにもイベントを予定しています。内容は、当日までのお楽しみ。
●お気軽にご参加ください。（予約不要・参加費無料）
●健康・放射線相談、Dシャトル（個人線量計）の結果の確認も受け付けています。

年末年始の
営業

産業振興課商工労働係 　　0240（34）0247

12月29日（土）から1月3日（木）まで休業します。
※コインランドリー２店舗（クリーニングを除く）については無休・24時間で営業しています。
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町民の皆さんからお寄せいただいた情報を掲載します

川添芸能保存会の活動も多くの方々のお力添えをいただ
き、震災後５年目を迎えることができました。ありがとうご
ざいます。
平成31年元日は、厄払い・無病息災・家内安全・商売繁
盛・新築祝い等を祈願して浪江町内で神楽を演舞させていた
だきますので、ご希望の方はお問合せください。
会員一同、皆さまのご多幸を願い、演舞させていただき
ます。
浪江町川添芸能保存会　会長　石澤孝行
090（1063）2500

今年も大晦日のお昼（正午）から、大聖寺で鐘つきを行い
ます。どなたでもご参加いただけますので、皆さんぜひお越
しください。
なお、当日お車でお越しの方は、大聖寺裏手の墓地駐車場
をご利用ください。
大聖寺（浪江町大字北幾世橋字北原６）
024（563）5715

浪江町川添芸能保存会
　　　平成31年新春神楽の舞

大聖寺除夜の鐘つきのご案内
おおみそか
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環境省からのお知らせ

環境省  福島地方環境事務所
浜通り北支所

　 0244（26）9912㈹
平日８時30分～17時15分

（土・日・祝日・年末年始を除く）

お問合せ先

双葉運輸株式会社コールセンター
　 0120（465）175

平日８時～17時
　 0120（460）232

24時間受付

個別回収申込先（環境省事業受託会社）

粗大ごみの個別回収について
帰還困難区域を除く浪江町内のご自宅で、廃棄せざるを得なくなった家財（家電、家具、衣類

等の片付けごみが対象）等の個別回収を行っています。回収をご希望の方は、申込期限までに
コールセンターへお申込み・ご相談ください。

■対象地域　浪江町内（帰還困難区域を除く）　■申込期限　平成31年３月19日（火）
※申込期限までに申込みされた方のみ無料で回収します。期限翌日以降は受付できませんので、
双葉地方広域市町村圏組合による有料回収をご利用ください。

※普段の生活ごみは対象となりません。町指定のごみ袋に入れてごみステーションに出してくだ
さい。町指定のごみ袋に入っていない、正しく分別されていない場合は、違反ごみとして回収
されません。

浪江町内で行われている廃棄物等の回収に関する各お問合せ・お申込先は、
次のとおり年末年始休業となりますので、ご注意ください。

浪江町内の廃棄物に関する
お問合せ・お申込先
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年末年始
帰郷の際は

「福島いこいの村なみえ」を
ご利用ください

「福島いこいの村なみえ」を
ご利用ください

「福島いこいの村なみえ」を
ご利用ください
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企画財政課情報統計係 　　0240（34）0241

QRコード
なみえ新聞

QRコード
Playストア なみえ新聞URL　

https://news.namie-tablet.jp

なみえタブレット 通 信

浪江町タブレットサポートセンター ※通話料無料タブレットに関する
お問合せ

使い慣れたタブレットを使い続けたいという皆さま、申込みありがとうございました。
今後必要な設定に関しては講習会を開催し、その場で設定のお手伝いをします。
講習会の日程等は、広報なみえ1月号でお知らせします。忘れずにチェックしてください。

☎ 0800（919）3287

浪江タブレット特別料金プランの申込みは締め切りました

町民登録完了のメールが届いた
ら、Safari か Chrome で、もう一
度、なみえ新聞にアクセスしてく
ださい。

「なみえ新聞」は、スマートフォンでも見ることができます！
まずは、下記QRコードを読み取って登録の申請をしよう！

Android のスマートフォン
をお持ちの方

iPhone をお持ちの方

iPhone 版の方

Safari Chrome

なみえ新聞の上部にある赤い
ボタン「おもしろ」を押す

記事の中に「なみえチャンネル」が
あります

画面の真ん中の赤い再生ボタンを
押して見てください

（　　　　　　　　　　　　　　  ） 平日9時～17時15分
年末年始休み12月29日～1月3日

iPhone版アプリ
現在開発中 !!
お楽しみに !!

なみえチャンネル「うけどん」クイズ年末プレゼ
ント企画！

12月5日（水）～11日（火）に配信する「第150回なみえチャンネル」内で、
うけどんクイズを出題します。クイズに答えてメールを送るだけ。
回答いただいた方の中から抽選で50人の方に、
『2019年うけどんカレンダー』をプレゼント！
うけどんと共に一年を過ごせるグッズをこの機会にゲットしよう！

浪江のニュースを動画で分かりやすくお伝えしています。
毎週水曜日配信です。

なみえチャンネルとは？

なみえチャンネルの見方
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年末年始の火災に注意！

「みんながね ルール守れば ほら笑顔」「みんながね ルール守れば ほら笑顔」
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消防署からのお知らせ

浪江消防署 　0240（34）4111
富岡消防署 　0240（22）2119火事と救急は119番 《消防署連絡先》

住宅用火災警報器の点検をしましょう！

ピーピーピー
火事です

トラッキング現象に注意しましょう！

　この時期は空気が乾燥し、火災が発生しやすくなります。また、火気を取り扱う機会も増えますので、
十分注意しましょう。

　住宅用火災警報器は、ほこりやクモの巣が付くと誤作動を
起こしやすくなります。年末の大掃除に併せてお手入れしま
しょう。また、ボタンを押して（ひもを引いて）、警報音が鳴
るかどうかテストしてみましょう。

　電源プラグを長時間差したままにしていると、コンセント
との間にほこりや湿気がたまり、放電を繰り返し、炭化した
部分から発火することがあります。この時期に電源プラグを
抜き、ほこりを取り除きましょう。

年末年始の火災に注意！年末年始の火災に注意！

ボタンを
押す

ひもを
引く

湿気
ほこり

早めのライト点灯を
心掛けましょう年末年始の交通事故防止

県民総ぐるみ運動

「みんながね ルール守れば ほら笑顔」「みんながね ルール守れば ほら笑顔」「みんながね ルール守れば ほら笑顔」
年間スローガン

総務課防災安全係
0240（34）0229

　秋口から冬期の１６時から１９時ま
での時間帯は、重大事故が多発する傾
向がありますので、次のことを心掛け
交通事故を防止しましょう。

..........................................

..........................................
１６時を目安とした早めのライト点
灯を心掛け、自分の存在を周囲の車
両や歩行者などに知らせるととも
に、交通事故が多発する時間帯であ
ることを自覚しましょう。
車のライトは、対向車や前方に走行
車両がいないときは「上向き」が原
則です。ライトの「上下切替え」を
小まめに行い、歩行者や自転車の早
期発見に努めましょう。
歩行者等は、反射材用品や懐中電灯
などを活用し、交通事故に遭わない
よう注意しましょう。

　毎年この時期は、交通事故が増える時期となりますので、
交通ルールを守り、正しい交通マナーを習慣付け、交通事故
防止に努めましょう。

①

②

③

総務課防災安全係　　0240（34）0229

期間 平成３０年１２月１０日（月）から
平成３１年１月７日（月）まで（２９日間）
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●募集対象
平成23年3月11日時点で、浪江町に住民票
があった方
●原稿内容等
【様　式】
応募様式は自由です。
【文字数】
1,200字程度
【原稿内容】
●今の生活や身の回りの状況
●浪江町での思い出・町への想い　　　　　
　　　　　　などを自由に書いてください。
【必要事項】
文末に、応募者の①お名前②年齢③避難先住
所④電話番号を記入してください。

●応募方法
浪江のこころプロジェクト事務局まで郵送ま
たは電子メールでご応募ください。
【応募先】
浪江のこころプロジェクト事務局
（浪江町役場企画財政課情報統計係）
〒979－1592 福島県双葉郡浪江町大字幾世
橋字六反田7－2
【応募先アドレス】
　 namie12030@town.namie.lg.jp
●その他
●応募者には、記念品を進呈します。
●応募原稿はお返ししません。
●応募いただいた原稿は、広報なみえの「浪
江のこころ通信」のコーナーに、ご本人の
顔写真とともに掲載します。その際には、
個別に連絡します。

　・　浪江のこころプロジェクト事務局（浪江町役場企画財政課情報統計係）
　 0240（34）0241　　0240（34）4593　　namie12030@town.namie.lg.jp

※「浪江のこころ通信」は、町ホームページでもご覧いただけます。
　 https://www.town.namie.fukushima.jp/site/kouhou/kokoro-tsushin.html

☆取材を受けていただける方も随時募集しています☆
ぜひ事務局へご連絡ください

☆皆さまからのご意見・ご感想をお待ちしています！☆
「浪江のこころ通信」は、町民の皆さまの思いや暮らしぶりを発信し、ふる

さとへの思いを共有するために、平成23年７月の広報紙再開に合わせ、これに
とじ込む方法によって発行しています。これまで約430人（家族・グループ）
の方が紙面に登場し、ご自身の思いを皆さまと共有いただいています。
今回、「浪江のこころ通信」によって、より多くの「思い」を共有し、より良

いものとするため、皆さまのご意見・ご感想を募集します。
一人でも多くの皆さまの思いをお聞かせください。
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取材者：ＮＰＯ法人ちば市民活動・市民事業サポートクラブ　鍋嶋
取材日：９月21日

浪江町での暮らしを楽しみにしています

美
智
子
さ
ん　

震
災
の
後
、
私
は
、

主
人
と
一
緒
に
津
島
の
実
家
に
避
難

し
ま
し
た
。
実
家
に
は
姉
家
族
や
叔

父
家
族
、
全
部
で
10
人
が
避
難
し
て

い
ま
し
た
が
、
２
日
後
の
第
一
原
発

の
水
素
爆
発
と
避
難
指
示
を
受
け
、

ど
う
し
た
も
の
か
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
郡
山
に
住
む
弟
が
心
配
し
て

迎
え
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
み
ん
な

で
車
に
分
乗
し
、
弟
の
マ
ン
シ
ョ
ン

に
向
か
い
ま
し
た
。
弟
の
マ
ン
シ
ョ

ン
で
約
２
週
間
、
多
い
時
に
は
16
人

が
一
緒
に
暮
ら
し
ま
し
た
。
今
考
え

る
と
、
横
に
な
っ
て
寝
る
ス
ペ
ー
ス

も
十
分
に
取
れ
な
い
の
に
、
誰
も
文

句
を
言
わ
ず
よ
く
一
緒
に
過
ご
せ
た

な
と
思
い
ま
す
。
先
が
見
え
な
い

中
、
と
に
か
く
食
べ
て
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
状
況
を
見
る
こ
と
し
か
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
不
満
を
感
じ
る
余
裕

も
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

健
治
さ
ん　

郡
山
に
避
難
し
2
週
間

ほ
ど
た
っ
た
頃
、
会
社
か
ら
連
絡
が

あ
り
、
宮
城
と
館
山
の
営
業
所
の
ど

ち
ら
で
の
勤
務
を
希
望
す
る
か
と
聞

か
れ
ま
し
た
。
館
山
の
営
業
所
で
以

前
働
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
館
山

へ
の
転
勤
を
希
望
し
ま
し
た
。
今
、

住
ん
で
い
る
の
は
社
宅
で
、
会
社
が

借
上
げ
措
置
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

歩
い
て
行
け
る
距
離
に
ス
ー
パ
ー
や

レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
暮
ら
す
に
は
便

利
で
す
。
近
く
に
あ
る
「
里
見
の

湯
」
が
震
災
後
し
ば
ら
く
の
間
、
避

難
者
向
け
に
無
料
券
を
配
布
し
て
く

れ
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
場
所
で
の
暮

ら
し
で
疲
れ
て
い
た
の
で
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
ね
。
私
は
、
会
社
を
定

年
退
職
し
た
後
、
痛
め
て
い
た
膝
の

手
術
で
入
院
、
退
院
し
た
後
は
リ
ハ

ビ
リ
も
兼
ね
て
ジ
ム
に
通
い
ま
し

た
。
じ
っ
と
し
て
い
る
の
が
嫌
い
な

の
で
、
浪
江
に
帰
っ
た
ら
、
散
歩
を

し
た
り
、
畑
を
耕
し
た
り
し
て
過
ご

し
た
い
で
す
ね
。

美
智
子
さ
ん　

館
山
に
移
っ
て
、
し

ば
ら
く
の
間
は
話
す
相
手
も
い
な

か
っ
た
の
で
、
家
事
を
済
ま
せ
た
ら

寝
て
過
ご
す
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
近
所
の
人
た
ち
と

は
、
挨
拶
を
交
わ
し
た
り
、
雨
が

降
っ
た
ら
「
洗
濯
物
が
ぬ
れ
る
よ
」

と
教
え
て
も
ら
え
る
よ
う
な
関
係
に

な
り
ま
し
た
が
、
浪
江
に
い
た
時
の

よ
う
に
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
お

し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と

が
な
い
の
で
寂
し
か
っ
た
で
す
ね
。

こ
こ
で
暮
ら
し
て
7
年
、
今
で
は
野

菜
を
も
ら
っ
た
り
、
お
か
ず
の
や
り

取
り
を
す
る
友
達
も
で
き
ま
し
た
。

た
だ
、
親
し
く
な
っ
た
相
手
か
ら
、

「
賠
償
金
も
ら
っ
て
、
お
金
あ
る
で

し
ょ
、
い
い
ね
」
と
言
わ
れ
た
時
に

は
、
口
惜
し
く
て
、
悲
し
く
て
、
た

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

浪
江
に
帰
っ
た
ら
、
郡
山
で
弟

と
暮
ら
す
母
の
世
話
に
も
行
き
や
す

く
な
り
ま
す
。
帰
っ
た
人
同
士
の
お

付
き
合
い
を
楽
し
み
た
い
で
す
ね
。

買
物
の
こ
と
も
考
え
て
、
ス
ク
ー

タ
ー
か
自
転
車
を
買
お
う
か
な
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。

健
治
さ
ん　

私
は
7
人
兄
弟
の
次
男

で
、
小
高
に
あ
る
実
家
も
更
地
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
先
祖
の
墓
が
あ

り
、
親
戚
も
浪
江
町
近
隣
に
住
ん
で

い
ま
す
。
兄
弟
で
墓
を
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
し
、
や
っ
ぱ
り
、

庭
が
あ
っ
て
土
い
じ
り
が
で
き
る
家

に
住
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
浪
江
に

帰
っ
て
、
不
便
な
こ
と
も
多
い
と
思

う
け
れ
ど
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
で
妻

と
2
人
で
暮
ら
し
、
落
ち
着
い
た
ら

仕
事
も
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。館

山
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ

ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
浪
江
で
の
暮
ら
し
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
浪
江
の
皆
さ

ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲館山の借上げ住宅にて

千葉県

　保田健治さん・美智子さん（樋渡）

　保田さん夫婦は、健治さんの会社の関係で、千葉県
館山市に避難し暮らしていましたが、樋渡の自宅をリ
フォームし、今年10月中旬に戻ることにしました。健
治さんは、何度か浪江町の自宅に行き来し、家の前の畑
を耕すなど、準備を進めてきました。
浪江町での暮らしへの期待と不安をお聞きしました。
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平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そし
て福島第一原子力発電所の事故により、町内全域に出
されていた避難指示は、平成29年３月31日に「帰還
困難区域」を除き解除されましたが、多くの浪江町民
は福島県内外に分散して避難生活を続けています。町
を取り巻く状況が徐々に変化する中で、町民の皆さん
がどのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱い
ているのか。
“浪江のこころプロジェクト” は、町民の皆さんの

声を「浪江のこころ通信（※1）」を通してお届けし、
皆さんの思いや暮らしぶりを発信・共有しようとする
ものです。
一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム

（※2）が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆
さんが取材を進め、浪江町と連携し「浪江のこころ通
信」を編集・発行しています。

※１　浪江のこころ通信は、町民の皆さんがお話した「ここ
ろ」を伝えることを大切にするため、取材者が聞き取っ
てまとめた原稿をほぼ原文のままで掲載しています。

※２　一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、大
学、ＮＰＯ、企業、経済団体、行政等が連携したコミュ
ニティ支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第90号 ●

「浪江のこころ通信／第90号」への
感想をお寄せください。

　【連絡先】〒979－1592 
　　　　　 双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田7－2

　　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　　　 FAX.0240（34）4593
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取材者：地域社会デザイン・ラボ　谷津
取材日：10月22日

被災したからこその経験を生かして、
人の役に立てるようになりたい

◆
避
難
生
活
で
の
出
会
い

被
災
し
た
時
は
小
学
１
年
生
で

し
た
。
避
難
所
や
親
戚
宅
に
滞
在
し

た
後
、
二
本
松
市
の
岳
温
泉
に
あ
っ

た
祖
父
の
知
人
の
別
荘
に
母
と
住
む

こ
と
に
な
り
、
３
年
間
暮
ら
し
ま
し

た
。
父
が
仕
事
の
関
係
で
い
わ
き
市

に
い
た
の
で
、
５
年
生
の
時
に
い
わ

き
市
に
引
っ
越
し
て
か
ら
は
３
人
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

岳
温
泉
で
は
周
り
の
人
が
と
て

も
よ
く
し
て
く
れ
て
、
い
じ
め
に
遭

う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
初

め
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
友
達
と
も

す
ぐ
に
打
ち
解
け
ま
し
た
。
浪
江
町

に
は
無
か
っ
た
ス
キ
ー
の
授
業
や
、

登
山
も
体
験
し
ま
し
た
。
雪
が
多
く

て
、
同
じ
福
島
県
内
で
も
気
候
が
全

然
違
う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
温
泉

街
で
、
地
域
の
人
た
ち
の
つ
な
が
り

が
強
く
、
み
ん
な
「
七
美
、
七
美
」

と
可
愛
が
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
が
、
被
災
し
な
け

れ
ば
で
き
な
か
っ
た
体
験
だ
と
思
い

ま
す
。
岳
温
泉
の
友
達
と
は
、
今
で

も
時
々
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま

す
。

◆「
ふ
く
し
ま
復
興
大
使
」を
経
験

中
学
２
年
生
の
時
、
福
島
民
報

社
で
募
集
し
て
い
る
「
ふ
く
し
ま
復

興
大
使
」
に
応
募
し
、
昨
年
8
月
か

ら
１
年
間
務
め
ま
し
た
。
愛
媛
県
松

山
市
に
派
遣
さ
れ
、
全
国
の
高
校
生

が
俳
句
の
腕
前
を
競
う
「
俳
句
甲
子

園
」
の
取
組
を
学
び
ま
し
た
。
地
域

全
体
で
参
加
で
き
る
と
て
も
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
で
、
福
島
で
も
何
か
こ
う

い
う
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
た
ら
と
思
い

ま
し
た
。
今
年
６
月
に
大
玉
村
で
開

催
さ
れ
た
「
全
国
植
樹
祭
」
の
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
ふ
く
し
ま
復
興
大
使
の

代
表
と
し
て
活
動
内
容
の
発
表
を
し

ま
し
た
。
大
舞
台
で
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
が
、
い
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。

広
野
町
、
楢
葉
町
、

浪
江
町
と
、
原
発
被

災
地
の
視
察
に
も
行

き
ま
し
た
。
ど
こ
の

土
地
で
も
み
ん
な
、

町
の
復
興
や
地
域
づ

く
り
に
力
を
合
わ
せ

て
取
り
組
ん
で
い
て
、

地
域
ご
と
の
良
さ
が

あ
り
ま
し
た
。
被
災

し
て
全
国
の
い
ろ
い

ろ
な
方
に
お
世
話
に

な
っ
た
の
で
、
私
も
も
っ
と
い
ろ
い

ろ
な
地
域
の
人
の
役
に
立
て
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
復
興
大
使
の
任
期

は
１
年
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
任
期

終
了
後
も
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
で
す
。

◆
ア
ー
ト
や
音
楽
で
地
域
を
元
気
に

し
た
い

小
さ
い
頃
か
ら
絵
を
描
く
の
が

好
き
で
、
中
学
で
は
美
術
部
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
ル
ノ
ワ
ー
ル
や
モ
ネ

の
よ
う
な
古
典
も
好
き
だ
し
、
現
代

美
術
も
好
き
で
、
県
内
外
の
美
術
館

に
よ
く
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま

す
。
音
楽
や
ダ
ン
ス
も
好
き
で
、
小

さ
い
頃
に
企
業
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

ダ
ン
ス
動
画
を
投
稿
し
た
り
、
３
日

間
の
レ
ッ
ス
ン
で
英
語
の
シ
ョ
ー
に

参
加
す
る
「
ヤ
ン
グ
ア
メ
リ
カ
ン

ズ
」
に
参
加
し
た
り
し
た
経
験
も
あ

り
ま
す
。
今
は
、
ペ
ン
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
っ
て
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
や
作
曲

も
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
芸
術
系
の

大
学
に
進
み
、
音
楽
や
ア
ー
ト
で
地

域
を
元
気
に
す
る
活
動
が
で
き
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

ま
ず
は
高
校
受
験
を
頑
張
り
ま
す
。

被
災
し
た
こ
と
で
、
浪
江
町
、

岳
温
泉
、
い
わ
き
市
の
三
つ
の
故
郷

が
で
き
ま
し
た
。
浪
江
町
も
早
く
復

興
し
て
ほ
し
い
で
す
。
人
が
戻
っ
て

く
れ
ば
、
ま
た
前
の
よ
う
に
に
ぎ
や

か
に
な
る
と
思
う
の
で
、
そ
う
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

▲「人前で話すのは平気だけれど写真は苦
手」と照れる髙木さん

▲復興大使の活動では何度も新聞に紹介
されました

福島県

髙木　七美さん（幾世橋）

小さい頃から積極的な性格で、面白そうなことを見つけると何で
も参加するという中学３年生の髙木さん。避難先でもたくさんのこ
とを吸収し、力強く成長しています。
大好きな音楽やアートで人の役に立ちたいと、将来に向けて頑

張っています。
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ち　 ひろ

取材者：地域社会デザイン・ラボ　遠藤
取材日：10月17日

将来、高校と連携して
復興の仕事ができたら最高！

会
社
に
は
、
4
月
に
入
社
し
た

ば
か
り
で
、
今
は
ま
だ
研
修
中
で

す
。
施
設
や
機
械
の
概
要
や
仕
組
み

を
学
び
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
、
聞
い
て
い
る

方
に
納
得
し
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か

練
習
す
る
等
、
経
験
の
場
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
会
社
の
同
期
は
大
学
卒

業
の
方
が
多
い
の
で
、
身
に
付
い
て

い
る
ス
キ
ル
が
高
く
て
、
焦
り
を
感

じ
て
い
ま
す
。
毎
日
ぎ
っ
し
り
詰

ま
っ
た
研
修
内
容
で
、
風
邪
で
１
日

休
む
と
遅
れ
が
出
て
し
ま
い
自
分
が

困
る
の
で
、
体
調
管
理
に
は
気
を
付

け
て
い
て
、
自
炊
で
は
野
菜
を
多
く

食
べ
る
よ
う
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

◆
復
興
に
関
わ
り
た
い

私
は
将
来
、
廃
炉
や
復
興
の
仕

事
を
通
じ
て
人
の
役
に
立
つ
仕
事
が

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
会
社
と

し
て
も
福
島
の
復
興
に
寄
与
し
た
い

と
考
え
て
い
る
し
、
だ
か
ら
こ
そ
新

し
い
復
興
事
業
を
つ
く
ろ
う
、
と
私

も
力
が
入
り
ま
す
。
あ
と
は
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て
も
仕
事
だ
け
の

生
活
に
な
ら
ず
に
、
浪
江
町
出
身
者

の
住
民
に
近
い
存
在
と
し
て
、
町
づ

く
り
の
活
動
も
や
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
風
に
復
興
や
町
づ
く
り

に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
高
校
で
の

経
験
や
学
び
の
お
陰
で
す
。
福
島
大

学
の
学
生
さ
ん
が
勉
強
を
教
え
に
来

て
く
れ
た
り
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
が
来
て
く
れ
た
り
、
い
ろ
ん

な
人
と
関
わ
り
刺
激
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
新
設
高
校
の

１
期
生
だ
っ
た
の
で
、
仕
組
み
が
無

い
中
、
自
分
た
ち
で
考
え
な
が
ら
文

化
祭
や
部
活
動
、
授
業
な
ど
に
何
で

も
取
り
組
み
ま
し
た
。
授
業
の
「
未

来
創
造
探
究
」
で
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
取
り
組
む
こ
と
に
決
め
、

調
べ
て
い
く
中
で
「
振
動
発
電
」
に

出
会
い
、
夢
中
で
勉
強
し
ま
し
た
。

国
道
6
号
を
通
る
ト
ラ
ッ
ク
の
多
さ

か
ら
実
現
可
能
で
は
な
い
か
と
ア
イ

デ
ア
が
浮
か
ん
だ
の
で
す
。

浪
江
町
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
広
野
町
や
楢
葉
町

か
ら
自
宅
が
あ
る
二
本
松
市
に
向
か

う
時
、
浪
江
町
を
通
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
際
に
浪
江
の

活
気
の
な
い
町
の
風
景
を
見
る
う
ち

に
「
い
ろ
ん
な
人
を
巻
き
込
ん
で
元

の
町
の
よ
う
に
戻
せ
た
ら
な
」
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
町
の
行
事
に
参
加
し
た
り
、

町
づ
く
り
の
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
を
手

伝
え
た
り
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

◆
1
年
後
の
成
人
式
が
気
に
な
る

私
に
貴
重
な
体
験
の
場
を
く
れ

た
ふ
た
ば
未
来
学
園
の
後
輩
の
み
ん

な
と
連
携
し
て
、
仕
事
や
事
業
が
実

施
で
き
た
ら
最
高
だ
な
と
思
い
ま

す
。
震
災
が
無
け
れ
ば
行
く
こ
と
の

な
か
っ
た
高
校
で
す
が
、
学
校
生
活

は
楽
し
か
っ
た
思
い
出
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
社
会
人
に
な
っ
た
今
、
高
校

の
同
級
生
と
会
う
と
「
高
校
生
に
戻

り
た
い
ね
〜
」
と
い
う
話
で
盛
り
上

が
っ
た
り
す
る
ほ
ど
な
ん
で
す
。

先
日
、
小
学
校
の
同
級
生
と
話

を
し
て
い
た
ら
、
１
年
後
の
成
人
式

の
話
に
な
り
ま
し
た
。「
浪
江
の
成

人
式
に
行
く
？
」「
二
本
松
の
成
人

式
に
行
く
？
」「
何
人
く
ら
い
参
加

す
る
の
か
な
？
」。
小
学
校
の
同
級

生
と
は
、
な
か
な
か
集
ま
る
機
会
が

な
い
の
で
、
会
い
た
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
か
ら
、
成
人
式

が
楽
し
み
で
す
。

▲優しい笑顔が印象的な木村さん

福島県

木村　知宙さん（権現堂）

震災時は小学５年生だった木村さん。その後、二本松市東和中学
校、ふたば未来学園高等学校を卒業し、今年４月からは東京電力
ホールディングスに入社。現在は福島第二原子力発電所に配属にな
り研修を受ける日々です。
仕事での目標と、プライベートでの目標の二つを大事にして暮ら
しています。
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10月22日、浪江にじいろこども園遊戯室において、第４回子育てサロン
「ぽかぽかテラス」を開催し、10世帯21人の親子に参加いただきました。
今回は、南相馬市の菅野先生と佐藤先生による「絵本の読み聞かせ」と、弘

前大学の先生方による「アロマ消臭剤作り」で、盛りだくさんの内容でした。
「絵本の読み聞かせ」では、ペープサートや楽器、糸操り人形などを使って
のお話があり、小さい子供たちの興味を引くお話ばかりでした。子供を抱っこ
してお母さん方も一緒に楽しむ姿は、とてもほほ笑ましかったです。また、菅
野先生から絵本の読み聞かせを通して、スキンシップやコミュニケーションを
たくさん取りながら、絵本の楽しさを親子で味わいましょうとアドバイスがあ
りました。
「アロマ消臭剤作り」では、お母さんと一緒に子供たちも参加し、親子で触
れ合いながら作業を楽しみ、出来上がった時の子供たちの顔はとても満足そう
で、笑みがこぼれていました。

第５回 子育てサロン「ぽかぽかテラス」のご案内
●●日　時　12月14日（金）10時～11時30分
●場　所　浪江にじいろこども園遊戯室
●申込方法　12月11日（火）までに電話でお申込みください。

●
●
●

●

　・　浪江にじいろこども園　　 0240（25）8619
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